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昭和49年11月15日

　　11月1日現在

とさかな（製灘糊）1）第220号

人　口 7，362（＋12）

男 3，619（十5）

女 3，743（＋7）

世帯数 1，680（＋1）
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第220号

発行所

新潟県中魚沼郡

中里村公民舘

毎月1回15日
定価　1部　5円
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国
道
三
五
三
号
線
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
　
渋
川
～
柏
崎
線
国
道

韓
　
鑑
葦
（
罐
蠣
誘
騰

打
）
1
中
里
村
（
十
二
峠
ー
山
崎
！
決
定
し
た
当
日
南
線
で
あ
る
私
共
、

小
原
ー
宮
中
橋
丁
⊥
呂
中
－
鷹
の
巣
）
　
角
屋
湯
沢
町
長
と
私
中
里
村
長
二
人

－
三
箇
ー
豊
原
峠
－
松
之
山
（
浦
田
ユ
で
国
道
昇
格
期
成
同
盟
会
を
組
織
す

口
）
i
松
代
－
柏
崎

　
本
路
線
の
国
道
昇
格
運
動
は
県
産

業
道
路
、
柏
崎
i
湯
沢
線
の
沿
線
市

町
村
が
期
成
同
盟
会
を
結
成
し
、
ね

ば
り
強
い
中
央
運
動
を
続
け
て
き
た

結
果
で
あ
り
、
関
係
地
域
と
共
に
喜

’
ぶ
も
の
で
あ
り
、
住
民
各
位
の
御
協

力
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

べ
く
推
進
す
る
こ
と
を
田
中
角
栄
先

生
の
山
田
秘
書
の
同
席
を
得
て
了
解

を
と
り
つ
け
田
中
角
栄
先
生
か
ら
期

成
同
盟
会
の
会
長
を
御
引
受
け
願
い

柏
崎
市
長
、
湯
沢
町
長
、
中
里
村
長

の
三
人
で
副
会
長
と
し
て
運
動
を
続

け
て
来
た
も
の
で
こ
の
実
現
に
は
田

中
角
栄
先
生
を
は
じ
め
、
柏
崎
市
長

宮
中
橋
の
架
設
工
事
進
む

　
地
域
発
喪
の
期
待
を
担
っ
て
去
る

四
十
四
年
度
に
着
工
さ
れ
た
宮
、
中
橋

の
架
設
工
事
が
、
現
在
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
て
い
る
ゆ

　
橋
梁
部
分
の
工
事
に
つ
い
て
は
今

年
度
ヰ
に
完
成
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

が
小
原
、
宮
中
側
の
道
路
整
備
を
終

え
て
通
行
可
能
と
な
る
の
は
五
〇
年

、
度
中
の
予
定
。
長
さ
二
六
一
、
七
M

幅
八
、
五
M
（
両
側
に
幅
一
M
の
歩

道
付
き
）
の
こ
の
橋
の
完
成
に
よ
り

貝
野
地
区
へ
の
交
通
の
便
宜
化
が
は

か
ら
れ
る
と
と
も
に
、
渋
川
ー
柏
崎

線
の
国
道
昇
格
と
相
侯
っ
て
同
地
区

の
新
た
な
発
展
へ
の
期
待
が
大
き
く

ふ
く
ら
ん
だ
。

日
升
格
決
定

皆
さ
ん
と
共
に
大
き
い
も
の
で
す
が

こ
れ
か
ら
は
一
日
も
早
く
改
良
を
お

わ
り
無
雪
化
を
は
か
り
国
道
十
七
号

線
等
に
通
ず
る
産
業
、
経
済
、
文
化

の
振
興
、
開
発
道
路
と
し
て
ゆ
き
た

纏
轍
講
霧
鰯
叢
諜

十
八
日
か
ら
診
療
開
始

　
　
　
　
　
　
　
－
村
立
歯
科
診
療
所
1

　
十
一
月
の
開
設
を
目
指
し
、
上
山
の

旧
駐
在
所
あ
と
に
準
備
を
進
め
て
い
た

村
立
歯
科
診
療
所
が
こ
の
程
轡
歳
十
八

日
か
蓼
開
始
す
る
事
と
な
っ
た
．

，
当
診
療
所
で
は
当
面
小
中
学
生
の
永
久

歯
の
虫
函
治
療
及
ぴ
虫
歯
予
防
対
策
に

重
点
を
お
い
て
ゆ
く
方
針
で
あ
る
。

従
っ
て
小
中
学
生
を
除
く
一
般
村
民

の
治
療
は
急
思
を
除
い
て
大
幅
に
制
限

さ
れ
る
專
と
な
る
が
、
小
中
学
生
の
治

療
計
画
が
終
羨
篁
般
賀
の
治
療

も
行
り
事
に
し
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の

間
の
村
民
の
協
力
を
よ
び
か
け
て
い
る

　
診
療
所
の
開
設
時
間
は
毎
週
月
～

金
曜
ま
で
の
午
前
九
時
半
か
ら
午
後

四
時
ま
で
で
す
。

　
　
臆
十
一
月
一
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日
付
隠

役
場
職
員
人
事
異
動

　
中
里
村
役
場
で
は
、
十
一
月
一
日

付
で
次
の
と
お
り
職
員
の
人
事
異
動

を
行
な
い
ま
し
た
。

　
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
属
課
）

▽
総
務
課

　
主
事
　
樋
口
　
秀
一
（
農
業
委
員

会
）

　
主
事
補
　
吉
楽
．
芳
広
（
産
業
課
）

▽
産
業
課

　
課
長
村
山
　
孝
平
（
収
入
役
室

長
）

　
産
業
振
興
係
長
　
涌
井
　
昌
寿

　
（
税
務
課
）

　
主
事
久
保
田
　
明
子
（
社
会
課
）

　
主
事
富
井
和
男
（
建
設
課
）

　
主
事
補
　
広
田
　
孝
（
保
健
課
）

　
主
事
補
　
太
島
　
正
平
（
社
会
課
）

‡

主
事
補
南
雲
　
ツ
ル
（
収
入
役

室
）農

業
委
員
会
主
事
樋
口
　
秀
雄

　
（
総
務
課
）

▽
建
設
課

課
長
柳
栄
久
（
産
業
課
長
）

課
長
補
佐
井
之
井
福
一

管
理
係
長
太
島
巖
（
開
発
室

朋
発
係
長
）

主
事
　
阿
部
　
隆
嗣
（
開
発
室
）

▽
税
務
課

主
事
村
山
　
茂
徳
（
社
会
課
）

主
事
富
井
　
博
一
（
産
業
課
）

▽
保
健
課

倉
俣
診
療
所
高
野
荘
一
（
産

業
振
興
係
長
）

歯
科
診
療
所
　
羽
鳥
　
直
嗣
（
社

ホ
ホ
ホ
ホ
き
キ
ホ
ネ

会
課
）

　
主
事
村
山
　
詔
平
（
産
業
課
）

　
歯
科
診
療
所
　
富
井
　
由
美
子

　
（
新
採
用
）

▽
社
ム
本
課

　
保
育
所
長
　
上
原
　
康
義
（
議
会

　
事
務
局
長
）

　
主
事
樋
口
厚
（
保
健
課
）

　
主
事
　
小
林
　
増
市
（
税
務
課
）

　
主
事
　
竹
藤
　
睦
（
収
入
役
室
〉

▽
議
会
事
務
局

　
事
務
局
長
　
鈴
木
　
寛
己
（
建
設

　
課
々
長
補
佐
）

▽
開
発
室

　
主
事
補
　
鈴
木
邦
俊
（
産
業
課
）

▽
収
入
役
室

　
収
入
役
室
長
心
得
　
上
原
正
孝

　
　
（
産
業
課
々
長
補
佐
）

　
主
事
樋
口
照
子
（
藍
諜
）

　
主
事
補
　
小
巻
沢
　
由
美
子
（
総

　
務
課
）
　
　
　
　
（
敬
款
略
）
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百
周
年
記
念
式
典
挙
行
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貝
野
小

　
去
る
十
月
二
十
七
日
、
村
内
の
学

校
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
貝
野
小
で
創

立
百
周
年
記
念
行
事
が
挙
行
さ
れ
た

　
同
校
は
明
治
七
年
三
月
に
設
立
さ

マ
ホ
ま
ホ
ホ
ネ
ホ
ホ

百
さ
い
の

　
　
　
学
校
さ
ん
へ

　
　
　
三
年
　
南
雲
博
司

　
学
校
さ
ん
、
学
校
が
百
才
に
な
る

ま
で
に
、
ど
ん
な
せ
い
と
や
、
ど
ん

な
先
生
が
い
ま
し
た
か
。
ぽ
く
に
、

に
た
せ
い
と
も
い
ま
し
た
か
。

ま
え
に
、
プ
ー
ル
に
い
っ
た
と
き
、

あ
し
あ
ら
い
ば
の
と
こ
ろ
が
き
た
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
は
や

く
き
れ
い
に
し
て
、
学
校
が
よ
ご
れ

な
い
よ
う
に
し
て
や
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
学
校
も
だ
ん
だ
ん
つ
く
り
な

こ
ご
こ
　
ご
な
コ
マ
ニ
マ
ご
ヤ
ご
マ
　
ニ
ご
　
ヤ

三
農
業
所
得

　
所
得
者
数
　
一
、
〇
七
六
人

　
所
得
額
　
三
一
九
、
三
九
八
千
円

　
一
人
当
り
所
得
額
　
二
九
六
千
円

　
村
の
基
幹
産
業
と
し
て
固
定
し
た

所
得
額
を
保
っ
て
い
る
が
、
村
民
所

得
の
比
率
か
ら
み
る
と
総
所
得
額
の

二
〇
％
。
こ
れ
に
は
国
の
政
策
に
よ

る
米
の
生
産
調
整
や
農
業
労
働
力
の

低
下
等
い
ろ
い
ろ
の
障
害
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
年
々
そ
の
比
率
は
降

下
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
一
九
七
〇
年
農
業
セ
ン
サ
ス
に
中

里
村
農
家
数
が
一
二
二
九
と
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
僅
か
三
年
間
に
一
五

三
の
農
家
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
も
や
は
り
時
代
の
流
れ
が

れ
阿
寺
、
宮
中
、
堀
之
内
、
本
屋
敷

新
屋
敷
の
五
ケ
分
と
し
慈
眼
寺
を

借
受
け
て
授
業
を
開
始
、
明
治
二
十

五
年
現
在
の
位
置
に
新
校
舎
が
新
築

ホ
ミ
ホ
ホ
ま
ま
ネ
き

お
さ
れ
て
い
く
み
た
い
で
す
。
，
で
も

百
年
な
ん
て
い
わ
な
い
で
二
百
年
も

三
百
年
も
が
ん
ば
っ
て
い
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
か
じ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
じ
し
ん

で
く
ず
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
今
か
ら
、
ら
い
年
の
一
年
生
に

ど
ん
な
子
が
は
い
る
か
た
の
し
み
で

す
。

　
1
創
立
百
周
年
記
念
誌
か
ら
ー

葦
．
劇
、
鳶
、
方
．
農
．
倶
“
．
．
織
．
領

そ
れ
に
伴
っ
て
耕
地
の
経
済
性
が
だ

ん
だ
ん
数
字
の
上
に
現
れ
て
き
て
い

ま
す
。
部
落
別
に
見
て
も
そ
の
傾
向

は
強
い
よ
う
で
す
。
一
世
帯
平
均
所

得
で
六
〇
万
円
以

上
あ
げ
て
い
る
と

こ
ろ
は
豊
里
・
芋
　
二
一

川
新
田
、
上
山
な
ど
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

四
そ
の
他
の
事
業
所
得

　
所
得
者
数
　
六
九
人

　
所
得
額
　
二
四
、
二
一
二
一
千
円

　
一
人
当
り
所
得
額
三
五
一
千
円

　
前
記
の
給
与
、
営
業
、
農
業
所
得

を
除
く
そ
の
他
の
事
業
者
所
得
の
全

部
を
こ
こ
に
計
上
い
た
し
ま
し
た
が

さ
れ
た
。
そ
の
後
学
制
の
改
革
な
ど
’

幾
多
の
歴
史
を
経
な
が
ら
一
二
、
七
一

六
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
現
在

に
い
た
っ
て
い
る
。
村
内
で
は
田
沢

高
道
山
、
倉
俣
の
各
小
学
校
が
来

年
百
周
年
を
迎
え
る
事
に
な
っ
て
い

る
。

鱒
●
●
●
帥
o
●
■
，

昨
年
度
所
得
村
民

　
　
じ
ヂ
コ
ニ
ニ
ニ
　
　
ニ
　
ご
の
　
　
ち
　
マ
の

客
体
数
も
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
社
会
の
動
き
が
職
業
の
多

様
化
を
生
じ
、
職
業
分
類
も
複
雑
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。
主
な
内
容
は
自

由
業
的
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
「

一
一
、

五
そ
の
他
の
所
得

所
得
者
数
五
〇
人

　
所
得
額
　
一
四
、
二
一
九
千
円

　
一
人
当
り
所
得
額
　
二
八
四
千
円

　
こ
の
中
に
は
配
当
所
得
、
譲
渡
所

得
、
一
時
所
得
、
山
林
所
得
、
退
職

所
得
等
が
対
照
に
な
っ
て
お
り
ま
す

　
以
上
で
村
内
の
皆
さ
ん
方
が
昭
和

四
八
年
中
の
総
所
得
額
を
各
業
種
に

八村
八民
六一
円人
に当
1り

2
1

分
け
て
計
上
い
た
し
ま
し
た
が
、
総

所
得
額
が
所
得
者
一
人
当
り
平
均
額

六
六
一
千
円
人
口
↑
人
当
り
二
一
二

八
八
六
円
の
額
と
な
り
ま
す
。

　
日
本
全
国
の
平
均
国
民
所
得
（
昭

四
六
）
。
は
一
人
当
り
六
二
六
、
九
二

八
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
計

算
の
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ま
ま
比
較

し
た
場
合
に
は
相
当
な
隔
差
が
あ
る

よ
・
つ
で
す
。

　
さ
て
以
上
述
べ
た
所
得
額
の
内
容

か
ら
、
村
民
生
活
の
平
均
比
は
進
ん

で
い
る
が
、
所
得
隔
差
は
ま
だ
ま
だ

の
よ
う
で
す
。
年
間
二
〇
〇
万
円
以

上
の
所
得
者
四
六
名
が
占
め
る
比
率

は
数
に
し
て
一
・
八
％
所
得
額
に
し

て
八
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
事
で
丸

し
か
も
こ
の
高
所
得
者
の
内
容
は
給

与
所
得
者
三
〇
名
、
営
業
所
得
者
一

五
名
、
そ
の
他
の
所
得
者
一
名
と
な

っ
て
お
り
基
幹
産
業
の
農
業
所
得
者

か
ら
は
一
名
も
な
い
こ
と
で
す
。

　
と
は
い
っ
て
も
村
の
農
家
の
家
族

構
成
か
ら
し
て
、
農
業
に
営
業
（
出

　
　
　
　
　
　
ば
た
）
に
給
与
（

　
　
　
　
　
　
出
稼
）
に
効
率
的

　
　
　
　
　
　
な
組
合
せ
経
営
が

殆
ん
ど
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
所
得
水
準
は
次
第
に
向
上
し
て

く
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
職
務
の
関
係
か
ら
村
民
税

の
こ
と
に
つ
い
て
ご
言
申
し
上
げ
結

び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
申
し
述
べ
ま
し
た
村

民
総
所
得
も
皆
さ
ん
の
正
し
い
申
告

に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
し
て
、
こ
の
数
字
か
ら
い
ろ
い

ろ
の
法
定
控
除
が
な
さ
れ
、
税
率
が

か
け
ら
れ
令
書
と
な
っ
て
皆
さ
ん
の

お
手
元
に
賦
課
さ
る
れ
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
従
っ
て
昭
和
四
十
九
年
度
皆
さ
ん

の
所
得
か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
く
税

金
は
一
五
、
八
五
六
千
円
と
計
算
さ

れ
た
わ
け
で
す
。
納
税
者
別
に
見
ま

す
と
給
与
所
得
者
の
四
九
九
人
で
税

額
九
、
一
一
七
千
円
そ
の
他
の
方
で

七
五
二
人
で
六
七
三
九
千
円
合
計
一

二
五
一
人
で
一
五
、
八
五
六
千
円
と

な
り
一
世
帯
当
り
九
、
．
三
八
二
円
一

人
当
り
二
、
一
四
九
円
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
税
金
は
皆
さ
ん
の
所
得
に
つ

い
て
の
み
の
税
金
で
す
か
ら
、
こ
れ

に
固
定
資
産
税
や
、
そ
の
他
国
民
健

康
保
険
税
等
を
入
れ
れ
ば
大
き
な
税

額
と
な
っ
て
参
り
ま
す
。

　
昭
和
四
六
年
の
日
本
全
国
の
一
人

当
り
平
均
税
負
担
額
は
一
二
〇
、
八

三
四
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
も
っ

と
も
こ
の
中
に
は
酒
や
煙
草
な
ど
の

間
接
的
な
税
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す

け
れ
ど
皆
さ
ん
も
き
っ
と
こ
の
様
な

多
額
の
税
金
を
役
場
の
令
書
の
外
に

納
め
て
お
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
正
し
い
申

告
に
基
づ
き
ま
し
て
公
平
な
課
税
で

納
税
で
き
ま
す
こ
と
を
祈
っ
て
お
り

ま
す
。
昭
和
四
八
年
度
は
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
ょ
り
一
〇
〇
％
完
納
さ
れ

ま
し
た
紙
面
を
お
か
り
い
た
し
恐
縮

に
存
じ
ま
す
が
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

（
俗
　
量
目
）

昔
か
ら
今
に
言
わ
れ
て
き
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
小
柳
定
夫
　
採
　
集
1

◇
猫
が
顔
を
擦
る
時
耳
を
越
す
と
天

気
に
な
る

◇
鯉
が
は
ね
る
と
雨
が
降
る

◇
猫
が
け
つ
を
な
め
る
と
天
気
が
悪

　
く
な
る

◇
子
ど
も
が
さ
わ
ぐ
と
荒
れ
る
（
天

候
）

◇
葛
っ
ぱ
が
ば
か
伸
び
し
た
年
は
大

雪
に
な
る

◇
ミ
ソ
キ
ッ
チ
ョ
ウ
が
苔
を
む
し
る

と
大
雪
に
な
る

◇
き
な
こ
は
や
け
っ
つ
り
に
大
毒

◇
お
か
ね
さ
ま
の
日
に
魚
を
喰
え
ば

　
口
が
曲
る

◇
柿
の
種
を
ジ
ロ
に
く
べ
る
と
子
ど

　
も
が
や
け
っ
つ
り
を
す
る

◇
食
べ
も
ん
を
三
切
喰
う
と
身
を
切

　
る

◇
一
け
盛
（
拘
子
で
一
回
盛
る
）
は

　
わ
り

◇
複
を
喰
っ
て
葱
を
く
う
と
腹
の
中

　
で
腹
が
生
き
か
え
る

◇
寒
中
毎
朝
水
を
飲
め
ば
夏
や
せ
し

　
な
い

◇
女
の
お
り
も
の
を
せ
い
ば
ん
で
洗

　
う
と
ミ
ミ
ズ
が
な
め
乳
が
出
な
く

　
な
る

◇
い
ろ
り
に
爪
を
く
べ
る
と
気
ち
が

　
い
に
な
る

◇
葬
ら
い
の
と
き
転
ぶ
と
ね
ん
ぶ
つ

　
が
で
き
る

◇
針
巻
石
を
う
ち
へ
も
っ
て
く
る
と

頭
や
み
が
出
る

◇
冬
至
に
茄
子
木
の
火
に
あ
た
る
と

風
邪
を
ひ
か
な
い

◇
機
（
は
た
）
道
具
は
燃
し
ち
や
あ

　
・
な
ん
ね
え

◇
あ
っ
つ
い
ま
ん
ま
に
湯
を
か
け
て

　
く
う
と
背
中
の
大
骨
に
霧
（
す
）

　
が
い
る

◇
動
物
の
名
前
を
つ
け
る
と
丈
夫
に

　
育
つ

◇
軸
艇
（
げ
じ
げ
じ
）
に
な
め
ら
れ

　
る
と
禿
げ
る

◇
流
れ
星
の
向
っ
た
家
の
女
は
身
も

　
ち
に
な
る

◇
ま
ゆ
毛
の
間
の
広
い
者
は
遠
い
と

　
こ
ろ
へ
嫁
入
り
す
る

◇
箒
を
ま
た
ぐ
と
気
ち
が
い
の
子
が

　
で
き
る

◇
帯
を
枕
に
す
る
と
長
病
に
な
る

前
口
万
の
同
記
事
中

◇
椿
の
董
が
葉
の
つ
い
た
年
は
大
雪

と
あ
る
の
は

◇
椿
の
蕾
が
葉
の
裏
に
つ
い
た
年
は

　
大
雪
の
誤
り
で
し
た
。

、

，じ

さ

え金

きよ‘

し名な

いく

でて

あも

れす

ばく

わ
れ
る

昭和49年11月15日とさかな（蟹墾灘欄）（3）第220号

贈
答
用
小
包
は

　
　
　
　
　
　
早
め
に

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
は
、
十

一
月
五
日
か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
年
賀
状
の
差
出
し
よ
り
一
足
早

く
ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
る
の
が
、
年
末

の
贈
答
用
小
包
で
す
。
郵
便
局
で
は

十
一
月
に
は
贈
答
用
小
包
の
処
理
、

十
二
月
に
は
年
賀
状
の
処
理
と
、
ふ

だ
ん
の
月
の
約
三
倍
も
の
郵
便
物
を

取
扱
い
ま
す
。
こ
の
郵
便
物
を
間
違

い
な
く
お
届
け
す
る
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
つ
い
て
御
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
郵
便
番
号
等
は
は
っ
き
り
と

　
あ
て
先
の
郵
便
番
号
、
住
民
、
氏

名
が
正
し
く
書
か
れ
て
い
な
い
た
め

に
迷
い
子
に
な
る
郵
便
物
が
毎
年
か

な
り
あ
り
ま
す
。
迷
い
子
の
郵
便
物

を
な
く
す
た
め
、
団
地
や
ア
パ
ー
ト

に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
に
あ
て
る
場

合
は
、
ア
パ
ー
ト
名
や
棟
番
号
な
ど

を
正
し
く
は
っ
き
り
と
書
い
て
く
だ

さ
い
。
特
に
、
下
宿
や
同
居
さ
れ
て

い
る
方
、
．
或
い
は
お
子
さ
ま
あ
で
の

も
の
は
、
世
帯
主
名
を
忘
れ
ず
に
書

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
最
近
各
地
で
新

し
い
住
居
表
示
に
よ
る
呼
び
方
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
住
居
表
示

が
実
施
さ
れ
た
地
区
に
お
住
い
の
方

は
お
手
数
で
も
、
親
せ
き
や
お
知
り

合
い
の
方
へ
新
し
い
住
所
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
ゆ○

荷
造
り
に
も
注
意
し
て

　
小
包
を
造
る
と
き
に
は
、
じ
ょ
う

ぶ
な
包
装
紙
や
ヒ
モ
で
荷
造
り
を
し

て
、
中
身
が
と
び
だ
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
サ
ケ
な
ど
ナ

マ
物
を
送
る
場
合
に
は
水
分
が
外
へ

出
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
包
装
し

て
く
だ
さ
い
。

年
賀
状
は
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
に

お
出
し
下
さ
い
。
尚
通
常
郵
便
葉
書

を
御
利
用
の
際
は
表
面
に
「
年
賀
」

と
朱
記
し
て
下
さ
い
。

生
命
保
険
契
約
の

　
　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

　
　
　
　
　
制
度
実
施

　
こ
の
制
度
は
、
昨
年
三
月
割
賦
販

売
法
の
改
正
に
よ
り
、
は
じ
め
て
わ

が
国
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
制
度
の
概
要
は
、
訪
問
販
売
等

セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
よ
る
店
舗
以
外
で

の
割
賦
販
売
に
お
い
て
は
、
購
入
者

が
受
動
的
な
立
場
に
お
か
れ
、
購
入

意
思
の
形
成
に
お
い
て
セ
ー
ル
ス
マ

ン
の
言
辞
に
左
右
さ
れ
る
面
が
強
く

購
入
者
の
購
入
意
思
が
不
安
定
な

ま
ま
契
約
に
至
り
、
後
日
契
約
の
願

行
や
解
約
に
あ
た
り
紛
争
が
生
じ
る

場
合
が
多
い
の
で
、
そ
の
弊
害
を
除

去
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
購
入
者
に
、
契
約
に
つ
い
て

め
意
思
表
示
し
て
か
ら
一
定
期
間
（

四
日
間
）
熟
慮
再
考
の
期
間
を
与
え

そ
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
そ
の
契
約

に
つ
い
て
の
意
思
表
示
を
取
消
す
こ

と
が
で
き
る
権
利
を
与
え
る
制
度
で

あ
る
。

　
ー
貯
蓄
推
進
委
員
会
か
ら
ー

生
涯
教
育
の
理
念

　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
高
校
田
沢
分
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
興
会
長
藤
田

　
最
近
社
会
教
育
の
中
に
生
涯
数
育

が
取
入
れ
ら
れ
て
研
究
さ
れ
て
い
る

生
涯
教
育
を
社
会
教
育
に
導
入
し
た

の
は
政
治
的
な
企
て
で
あ
っ
て
単
に

教
育
界
の
思
い
つ
き
の
構
想
だ
け
で

は
成
し
と
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

「
人
間
の
教
育
や
学
習
は
人
間
の
生

涯
を
通
じ
て
必
要
で
あ
る
た
め
と
い

う
風
に
生
涯
教
育
を
文
字
通
り
簡
単

に
考
え
る
こ
と
は
古
典
的
な
生
涯
教

育
論
に
過
ぎ
な
い
」
と
専
門
家
の
森

隆
夫
氏
（
お
茶
の
水
女
子
大
助
教
授

）
も
言
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
生
涯
教

育
の
理
念
に
つ
い
て
二
、
三
の
例
を

あ
げ
て
述
べ
て
見
た
い
。
さ
て
数
年

前
有
名
会
社
ソ
ニ
ー
の
盛
田
社
長
（

当
時
副
社
長
）
が
学
歴
無
用
論
と
い

・
7
不
を
出
版
し
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

な
っ
た
こ
と
を
御
承
知
の
方
が
多
い

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
本
を
読
ん
だ
学

歴
の
な
い
人
達
は
大
変
喜
ん
で
ソ
ニ

ー
会
社
に
就
職
を
希
望
し
て
ど
っ
と

‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡

　
　
　
　
　
　
　
　
五
郎

ば
か
り
に
押
し
か
け
た
そ
う
で
あ
る

世
の
中
は
そ
う
甘
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
達
に
対
し
盛
田

氏
は
「
確
か
に
学
歴
は
無
用
と
言
っ

て
い
な
い
か
ら
学
歴
は
な
く
と
も
学

力
の
あ
る
人
を
求
め
る
」
と
訂
正
す

る
の
に
一
苦
労
し
た
ど
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
の
誤
解
を
と
く
た
一

め
に
も
学
力
有
用
論
を
出
版
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
と
言
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
そ

の
後
偶
然
「
新
実
力
主
義
」
と
い
う

本
が
出
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
学
歴
は

な
く
と
も
学
刀
は
必
要
で
あ
る
と
い

う
考
え
が
広
く
世
に
知
ら
れ
る
結
果

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
勿

論
字
歴
は
必
要
で
あ
り
学
刀
も
こ
れ

に
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

当
然
す
ぎ
る
程
当
然
で
あ
る
。

田
中
内
閣
が
成
立
し
て
か
ら
は
首
相

が
大
学
を
出
て
い
な
い
こ
と
か
ら
又

も
や
学
歴
無
用
、
学
刀
有
用
論
が
巾

を
利
か
せ
た
の
で
あ
る
。
乙
種
実
業

田
沢
休
猟
区
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
本
年
九
月
三
十
日
で
期
間
の
切
れ

ま
し
た
倉
俣
休
猟
区
に
変
わ
り
新
し

く
田
沢
休
猟
区
が
設
定
さ
れ
ま
し
た

新
休
猟
区
は
昭
和
四
十
九
年
十
月
一

日
よ
り
昭
和
五
十
二
年
九
月
三
十
日

ま
で
の
三
ケ
年
で
す
。
区
域
は
、
芋

沢
－
十
日
町
市
と
の
市
村
界
を
新

屋
敷
ま
で
1
新
屋
敷
ー
本
屋
敷

－
林
道
小
沢
線
－
林
道
宮
中
山

手
線
－
宮
山
－
主
要
地
方
道
高

田
、
松
の
山
、
六
日
町
線
を
田
代
沢

川
ま
で
1
津
南
町
と
の
境
界
線
を

信
濃
川
、
清
津
川
を
渡
り
原
町
、
新

里
を
経
て
稲
荷
川
に
至
る
1
稲
荷

川
、
大
原
橋
－
倉
俣
東
光
寺
前
よ

り
県
道
田
代
越
後
田
沢
停
軍
場
線
を

経
て
重
地
に
至
る
ー
林
道
重
地
、

小
出
線
－
西
田
尻
－
瀬
戸
口

L
東
田
尻
－
主
要
地
方
道
高
田
、

松
之
山
、
六
日
町
線
－
山
崎
1

学
校
出
身
の
学
歴
し
か
持
た
ぬ
人
が

政
治
の
頂
点
に
到
達
し
た
の
だ
か
ら

「
今
太
閣
」
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が

騒
ぐ
の
は
当
然
で
あ
る
。
学
歴
と
い

う
ほ
ど
の
学
歴
を
も
た
ぬ
首
相
の
誕

生
で
吾
々
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
抜
群
の
能
力
が
あ
り
な
が
ら

大
学
に
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
と
い
う
点
で
あ
る
。
大
学
に
入
れ

な
か
っ
た
ら
こ
そ
大
学
へ
入
っ
た
人

達
の
何
倍
も
何
十
倍
も
苦
労
や
苦
学

を
重
ね
た
筈
で
あ
る
。
田
中
首
相
は

中
央
工
学
校
の
夜
間
部
に
学
ん
だ
丈

で
は
な
い
、
数
学
塾
へ
も
英
語
塾
に

も
通
っ
て
い
る
。
そ
の
当
時
の
勉
学

ぶ
り
を
「
洪
水
が
選
し
る
よ
う
な
勢

い
で
勉
学
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

健
康
も
恵
ま
れ
、
抜
群
の
能
力
が
あ

り
「
世
の
荒
波
」
等
と
い
う
平
凡
な

言
葉
で
表
現
出
来
な
い
多
く
の
経
験

を
重
ね
つ
つ
辿
っ
た
険
し
い
道
で
あ

っ
た
筈
で
あ
る
。
要
す
る
に
自
己
学

習
と
い
う
非
組
織
的
な
教
育
の
機
会

を
自
分
自
身
で
作
り
得
る
人
だ
け
が

大
学
を
出
て
い
な
く
と
も
実
力
を
養

国
道
一
一
七
号
線
－
芋
沢
に
囲
ま

れ
た
清
津
川
、
信
濃
川
沿
い
を
中
心

と
し
た
面
積
一
三
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
こ
の
区
域
に
は
要
所
に
標
識
が

立
て
ら
れ
て
狩
猟
行
為
が
禁
止
さ
れ

ま
す
。
こ
の
休
猟
区
設
定
に
よ
り
野

鳥
や
小
動
物
の
自
然
繁
殖
が
図
ら
れ

る
わ
け
で
、
そ
の
効
果
を
期
待
す
る

と
同
時
に
九
月
二
十
七
日
に
キ
ジ
五

十
羽
が
放
鳥
さ
れ
、
今
後
の
増
殖
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
実
力
を
発
揮
し
世
に
出
る
こ
と
が

出
来
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

吾
が
中
里
村
が
生
ん
だ
大
実
業
家
石

沢
善
重
郎
氏
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

歴
代
内
閣
の
閣
僚
の
中
に
首
相
以
外

に
も
大
学
卒
で
な
い
人
が
必
ず
と
い

っ
て
い
い
位
名
を
連
ら
ね
て
い
る
。

又
労
組
の
幹
部
に
大
学
出
が
少
な
い

の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
実
力
が

あ
れ
ば
そ
の
力
を
十
二
分
に
発
揮
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
人
達
に
教
育
の

機
会
が
保
障
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

残
念
で
な
ら
な
い
。
西
ド
イ
ッ
の
前

プ
ラ
ン
ト
政
権
の
閣
僚
の
中
に
大
学

卒
で
な
い
大
臣
が
二
人
居
た
。
一
人

は
レ
ー
バ
ー
運
輸
通
信
大
臣
で
あ
り

も
う
一
人
は
、
ア
レ
ン
労
働
大
臣
で

あ
る
。
こ
の
二
人
と
も
大
学
を
出
て

い
な
い
が
労
働
組
合
の
経
営
す
る
労

働
ア
カ
デ
ミ
ー
を
出
て
い
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
公
民
館

＝
　
　
で
は
、
＋
月
か
ら

レ
・
毎
旦
回
婦
人
バ

ノ
す
　
レ
ー
ボ
ー
ル
の
定

　
一
　
で
　
o
期
練
習
を
開
始
致

　
　
　
日
す
し
ま
し
た
・

ボ
習
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
美
容
と
健
康
の

　
　
　
練
い

一
は
て
為
、
仲
間
づ
く
り

レ
日
し
明
る
い
農
づ
く

“

￥
一
曜
集
り
の
為
、
等
い
ろ

ノ
土
募
ん
な
目
的
を
も
っ

人
2
を
森
習
会
で
す
．

　
　
　
第
員
新
会
員
を
董
U

婦
月
会
て
い
享
・

　
　
　
毎
新

　
　
＝
　
　
　
　
　
現
在
は
、
田
沢

　
　
　
　
　
　
　
地
区
の
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
役
場
女
子
チ
ー

労
働
ア
カ
デ
ミ
ー
と
い
う
の
は
、
労

働
組
合
員
を
対
象
と
し
た
高
等
教
育

レ
ベ
ル
の
社
会
科
学
の
教
育
機
関
で

入
学
試
験
も
大
変
難
か
し
く
西
ド
イ

ツ
で
は
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
卒
業
者
は

大
学
卒
と
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
西
ド
イ
ツ
の
こ
の
二
人
の

大
臣
は
大
学
で
学
ぶ
機
会
は
な
か
っ

た
が
そ
れ
に
代
る
労
働
ア
カ
デ
ミ
ー

で
学
ぶ
機
会
は
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
吾
が
国
に
は
大
学
出
で
な
い
人
に

こ
れ
に
代
わ
る
教
育
の
機
会
が
保
障

さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
残
念
乍

ら
否
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
生

涯
教
育
と
は
こ
の
よ
う
な
問
い
に
答

え
る
た
め
に
登
場
し
た
の
で
あ
る
が

以
上
は
特
定
の
例
を
二
、
三
あ
げ
て

総
論
的
見
地
か
ら
述
べ
た
理
念
に
過

ぎ
な
い
も
の
と
受
け
と
め
て
頂
き
た

い
の
で
あ
る
。

ム
合
同
で
練
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、
只
今
新
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
経
験
の
有
無
、

未
婚
、
既
婚
、
年
令
等
は
い
っ
さ
い

問
い
ま
せ
ん
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
余
暇
を
楽
し
み
．

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
積
極
的
に

参
加
し
て
下
さ
い
。

一
、
練
習
日
　
毎
月
第
二
土
曜
日

二
、
時
間
　
　
七
時
三
十
分
よ
り
九

　
時
三
十
分
ま
で

三
、
場
所
　
　
田
沢
中
学
校
体
育
館

四
、
そ
の
他
参
加
申
込
及
び
そ
の

　
他
く
わ
し
い
事
を
知
り
た
い
方
は

　
中
里
村
公
民
館
（
T
E
L
二
二

　
　
八
）
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。


